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研 究 と教育の半生 を振 り返 って

最終講義 に代えて

小田野 正 之

は じめ に

編集委員会か ら仮題 として与 えられたテーマは標題 の とお りであるが,「 研究 と教育」 とい え

ば大学教員 に課せ られた責務その もので あ り,退 職を控 えた筆者が前任校 を含めて26年 間のそれ

を振 り返 ってみ ると,素 晴 らしい先輩 ・同僚 に支 えられ て,そ れな りの努 力を積み重ねてきた

つ もりで も,浅 学菲才の身のため顧みて伍泥 た るものが ある し,ま た余 りに も大 きなテーマの

ため,こ うして書 きなが らも執筆 をため らう気持 ちはす こぶ る強 い。

しか し,〈内容 も形式 も全 く自由で,気 軽 に原稿 を〉 とのことであ るので,論 文調でな く,退

職前の最終講義の ようなつ もりで,筆 者 な りに来 し方 を振 り返 りつ ・,今 の学生諸霜 にぜ ひ伝

えておきたい と思 うこ とを,ど う理解 されるか一抹の危倶の念 を抱 きなが ら,貴 重 な紙面を借

りて小文に まとめ,責 め を果た させて いただ きたい。

いうまで もな く,筆 者の大学 における音楽,な かで も声楽,な かで もその表現 手段 として不

可欠の声の研究 と指導 は,日 常の意志や感情の伝達手段 としての言語音声の研究 までを含 めて,

単なる興味 ・関心だけで選んだ道ではな く,そ こに至 る前半生が原 因で進んだ道であ る。そ し

てその前半生 を過 ご した時代 こそが筆者及び同世代 にとって決定的意味が あり,今 の学生諸君

にぜ ひ伝 えるべ きだ と思 うので,ま た今の学生諸鷺 には高校で 日本の現代 史,特 に第2次 大戦

前後 を十分 に学んで来 なか った者が非 常に多い とい う現状 に鑑み,諸 君の現在 と未来 を考 える

上で,こ の国の近過去の事実 を具体的に知 って善悪を含めて考 えていただ きたい と,筆 者の体

験 を通 してその辺 りの概略か ら述べ させていただ くことにする。 したがって小文は,見 方によっ

ては関係 なさそ うな く戦争〉 と 〈大学生活〉の二つの部分 よ りまとめ るこ とにす る。

芸術への 目覚め

筆者が旧制中学校(神 奈川県立横浜1中)に 入学 したのは昭和10年4月 であった。 この学校は,

当時 日本の玄関 と して世 界に向 って開かれ明 る く活気 に満 ちていた横浜 と,隣 りの首都東京か

らも俊秀 を集め,リ ベラルな校風で,先 生方 もユニークで優れた方々が集まっておられたが,こ ・

でわれわれは端正で学問的情熱 に燃 えるひとりの若い国語科の先生の ご指導 を受けるこ とになっ

た。 この方がnも ご活躍の万葉集の権威であ り,文 化功労者 ・阪大名誉教授 ・文博の犬養孝先

生である。筆者 は小学校時代 に 「子供の科学」や大人向けの 「科学画報」 を愛読書 として育ち,

自然科学 に限 りない好奇心 を燃 や して,眼 は常 に外側 に向いていたが,教 科薔教材 に関連 させ

なが らも古今 の 日本の詩歌 ・散文 ・随筆な どを幅広 く情熱 を込めて講義 される先生の授業に心

を奪われ,こaで 初めて眼は内側 に向 き,人 間 とい うものを見詰め るようにな り,合 わせて人

間が構成す る社会 に もい くば くかの関心 を向けは じめた。授業は楽 しく待 ち遠 しく,こ ・か ら

学問 とともに人間文化の大 きな領域の芸術 に眼が開かれていったのである。
ひも と

そ して一方では,放 課後の図書館で締 いた美術史の本で,筆 者の家系の一族で 日本初期洋画

(油絵)の 先覚者 で秋 田蘭画の開祖であ り,平 賀源内の紹介で杉 田玄白の 「解体新書」の解剖図

も描 いた小 田野直武 を知 り,関 心 は急速に文学 か ら美術 に向かい,少 ない小遣 いを溜 めて求 め
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た油絵の道具 で,卒 業 まで油絵制作 に傾倒 していった。 そ して上級学校進学 は多 くの級友が 目

指す 旧制高校 ではな く,当 然の ように上野の東京美術学校油絵科へ とひとりで心 に決めていた。

家では勉強の合い間に父の本棚 か ら漱石全集の初版本 を抜 き出 しては耽読 していた し,学 校で
いでたかし

は級友 と出 隆 の 「哲学以前」,倉 田百三の 「愛 と認識 との出発」,阿部次郎の 「三太郎の 日記」な

どにつ いて語 り合 いつつ,楽 しくまことに充実 した中学校生活 を送 っていた。

近 づ く戦 争の足音

だが,こ うした生活の背後では,筆 者たちの気付かぬ うちに不気味な動 きが始 まっていた。な

かで も昭和11年 の2月 末,中 学1年 の3学 期 も終 りに近づいた大雪の朝,わ が国の社会 を揺 るが

す2・26事 件が勃発,き わめて大 きな ショックを受 けた。顧み ると昭和6年 秋 の満洲事変以来,

上海事 変,支 那事変 と打続 く戦 乱 に,出 征兵士 を送 り英霊 の無言の凱旋 を迎え る回数は年毎 に

増 し,日 本の社会は確実に暗い方向へ進んでいることは肌で感 じていたが,中 学校の教科 に 「軍

事教練」があってやや疎 ましく感 じたてい どで,筆 者たちはまだ学問や芸術 に情熱 を燃や し,将

来の ことに頭 が一杯であ った。

その うち,人 類学や考古学 に関心の強かった2歳 年上 の実兄は,将 来の 日本の ことを考 えた

のであろ うか,旧 制高校への進学 をあ きらめて5年 生の夏に海軍兵学校 を受験 して第70期 生 に合

格,海 軍士官への道 を歩 み始めた。父 は兄の こと・、,あり社会情 勢 を考えたのであろ う,筆 者 の

美校進学希望 を頑 と して聴 き入れなか ったが,上 野の東京音楽学校 卒の従 姉や同校児童学園に

通 う実妹 もお り,少 しは理解があったのか美術 でな く音楽な らと,し ぶ しぶ許 して くれたの は

卒業1か 月前であ った。

こ うしてお定 ま りの浪人生活 に入ったが,社 会 は緊迫の度 を増 してこの年令 の無職者は国家

の命令で軍需工場へ徴用 され る恐れがあった。止むな く私立音楽学校 に通 い,続 けて東京音校

受験準備のために各種の個 人 レッス ンに通 ったが,こ の ころ 日本は欧米列強 よ り徐 々に経済圧

迫 を受 け,対 米外交交渉 は暗礁 に乗 り上 げ,不 安で深刻 な社会情勢 は 日毎 に高 まって いた。そ

して,昭 和16年12月8日 遂 に日本政府は米英両大国を相手に同時 に太平洋戦争に突入 した。世間

ではこの非常時に筆者た ちの ように音楽の勉強 などす る者は非国民 と非難 し,声 楽の勉強 も押

入れに潜 って声が洩れないように気 を使 うほど,日 本社会は異常な興奮状態に変化 して きた。そ

して音楽学校で も軍事教練は行われ,ピ アノを弾 く手 に重い38式 歩兵銃 を握 り野山 を駆 けめ ぐる

日が増 えていった。

それで も努力の甲斐があ り,翌17年4月 には施設 ・設備 ・教授陣の調 った唯一 の官立音楽学校

の東京音楽学校(現 東京芸大 音楽学部の前 身)の 予科声楽部 に合格,晴 れて音楽家の卵 として

希望に燃 えた学生生活が始 まった。専門の声楽 レッス ンは週に2回,1コ マ90分 に学生2～3名

とい う徹底 した個 人指導 で,筆 者 は声楽科主任のK教 授の門下生 として彪大な数の 日 ・独 ・伊

の芸術歌 曲に取 り組 んだ し,ピ ァノをは じめ各種実技,理 論,歴 史,美 学,倫 理学,語 学,音

声学な どでカ リキュラムは埋 ま り,戦 時下 とはいえまことに充実 した学生生活であった。生活

面では食糧や衣料が逼泊 して切符 による不十分な配給制 とな ったが,世 間は緒戦 のハ ワイ ・マ

レー沖 の海戦 の大勝利 に酔 って浮 かれてお り,戦 争は学生 にとって まだそれほど身近 な もので

はなかった。

わが家では,兄 が開戦 直前 に海軍兵学校 を卒業 して戦艦比叡 に乗艦,ハ ワイ攻撃の機動部隊

に参加,続 いて内南洋や 印度洋の各地 に転戦 し,こ の年の6月 か らは空の第一線指揮官たるべ

く霞ケ浦海軍航空隊 に転勤,飛 行学生 として猛訓練 のかたわ ら,毎 週末には自宅に帰省 して家

族 を喜ばせていた。 とはいえ,17年6月 の ミッ ドウエーの大敗戦 については軍極秘のためか一切
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語 らず,帰 省の たびにその顔 が引締 まって きたの を見て,訓 練の激 しさのためか と想像 してい

た。

徴兵猶予撤廃と学徒出陣

当時,日 本 には旧帝国憲法の もとに徴兵制が布かれ,満20才 に達 した男子は,家 柄,貧 富,学

歴 などの別な く,ひ とり残 らず徴兵検査を受け,そ の結果 に したが って兵役 に就 く義務 を負わ

されていた。 しか し,大 学,高 等学校,専 門学校(い ずれ も旧制)に 在学 中の者 は,た とえ成

年 に達 していて も卒業 まで徴兵が延期 され るとい う特典 があ り,学 校 での軍事教練が徐々に強

化 された とはいえ,一 応卒業 まで専門の勉強 に専念す るこ とがで きた。だが戦争が激 しくなる

に従い,こ れ らの上 級学校の修業年限は徐々に短縮 され,昭 和17年 度か らは卒業が9月 に繰 り上

げ られ,校 門 を出 るとともに続 々と戦列に加 え られていったのである。 この ような中で昭和18

年1月9日,わ が家に とって まこ とに悲嘆 に くれ る事態が起 った。 それ は実兄の飛行機事故 に
い

よる殉職で,筑 波おろ しの凍 てつ く烈風の中での訓練飛行中に空中接触のために同期 の少尉3

名 とともに墜落即死 したのであ る。その悲 しみは筆舌 に尽 くし難 いが,海 軍葬の前後にみた同

期の方達の真摯 な猛 訓練や遺族への暖かい心遣 いに触れ るうち,筆 者 の心 には学校 卒業後の兵

役義務 はでき得 れば海軍航空隊へ進み,亡 兄の遺志 を継 こう という決心が生れて きた。

学校 はこの年の4月 に予科 を卒業 して本科 に進 んでいたが,同 月18日 全 く予期 しなか った米爆

撃機 隊の最初の東京空襲があ り,幾 つ も低空で飛びなが ら爆 弾をば ら撒 く黒色のノー スアメ リ

カ ンB24を 兄 るうち,わ れわれ在学生の軍隊入 りも,あ るいはそ う遠 い将来ではないだろ うと予

測 されて きた。夏休み には農家の食糧増産への勤労奉仕や軽井沢での軍事教練合 宿で,勉 学 に

はおちおち専念で きなかったが,休 暇が明けると間 もな く,10月2日 になって遂に大学 ・高 ・専

の文科系学生 に対 す る卒業 までの徴兵延期 の特 典は,勅 令 に より撤廃 された。筆 者はこの とき

満20才6か 月で まさ しくこの措置に該当す る。対米英濠蘭開戦 か ら既に2年 近 く,戦 局はわが国

にとって容易な らぬ段階に達 し,遂 に来 るべ きものが来たのだ。21日 には降 りしきる冷 たい秋雨

の もと,明 治神宮外苑競技場 では文部省主催 の出陣学徒壮行会が厳粛荘厳 に行われ,東 條首相

の 「諸子 勇ま しく征 け」の訓辞,岡 部文相 の壮行の辞,出 陣学徒代表 の 「生等 もとよ り生還 を

期せ ず」の答辞が終 わると,東 大以下,国 ・公 ・私立の大学,高 ・専の77校3万 の武装 した学徒

は,各 自の感懐 を胸 に秘 め,皇 居前 を目指 してび しょ濡れで行軍 に移ったが,筆 者 はその中の

一 人で あった。学校で も出陣学徒 の告別演奏会 が行われ,最 後の独唱のステー ジをつ とめ,恩

師のK教 授 も一夜お宅で最後の レッスンを して くだ さった。筆者は今生の想い出 に先生の伴奏

で,シ ューベル トの 「冬の旅」全24曲 の通 し演奏を して,万 感胸 に迫 る中で芸術 との最後の別れ

を告 げたのである。

海軍飛行科予備士官へ

数 日して学徒 だけの臨時徴兵検査が行 われ,筆 者は 「甲種合格,陸 軍歩兵」 と宣告 されたが,

亡兄の遺志を継 ぎたいと無理に海軍 を志望 したところ認め られて,12月10日 横須賀第2海 兵団に

入団,最 下級の二等水兵 として酷 しい軍隊生活が始 まった。 こaで 飛行科士官への選抜テス ト

に合格,以 後 は三重海軍航空隊で士官教育,宮 崎の富高海軍航空隊で中間練習機 教程,兵 庫の

姫路海軍航空隊で実用機教程の艦上攻撃機操縦㈲ を専攻 し,日 々悪化す る戦局 を背景 に言語 に

絶 する猛訓練 を続 けたが,そ の間のこ とは紙幅の関係 で省略す る。

(注1)… 航空母艦搭載の実用機 は,戦 闘機,艦 上攻撃機,艦 上爆撃機 の3種 があるが,艦

上攻撃機 く略 して艦攻〉 は高々度か らの水平爆撃や低 高度の空中か ら魚雷 を発射す る任
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務の単発3人 乗 り小型機 である。

特別攻撃隊編成

昭和20年2月 にな ると,軍 令部は極 限にきた厳 しい戦局に対処す るために全海軍の教育活動は

すべて停止 し,各 地の戦 闘機,艦 攻,艦 爆,陸 攻,水 上機 な どの実用機 教程練習航空隊 を打 っ

て一 丸 として第10航 空艦隊を編 成,そ の所有全機 を挙げて特別攻撃 注2)による戦線参加 を命令 し

て きた。後 に続 くはずの搭乗員養成 を停止 とは,ま さに国家存亡の最終段階であ る。

(注2)… 飛行機 による爆 弾攻撃 は,前 記注1の 水平爆撃 のほか,艦 上爆撃機 による急降下

爆撃があるが,い ずれ も機上 で,風 向 ・風速 ・目標の進行方向 と速度 ・自機の高度や速

度な どの諸元 を計測 ・計算 して,到 達時 に 目標 に命中す るように爆弾 を投下す る。猛 訓

練 を重ねて命 中精 度は上 げ られ るが,機 体か ら離れた後の爆弾の方向は 自由に制御で き

ないので,確 率は100%と はな らない。そのためこれを確 実に100%に して乏 しい機i材や爆

弾で国 を守 ろ うと,搭 乗員は爆弾 を投下せ ずに持 ったま ・飛行機 もろともに目標 に突 入

するという確 実な戦死を伴 う攻撃法 が特別攻撃である。昭和19年 秋の レイテ海戦以来,搭

乗員の至純 ・至高の同胞愛 と責任感か ら始 まった決死でな く必死の特殊攻撃法であ り,戦

争末期 には航 空特攻のみな らず,艦 艇 による水上特攻,潜 水艦 による水中特攻 も行 なわ

れた。

こ うして姫路空(○ ○航空隊 を略 して○○空 という〉で も2月8日 に特攻隊編成の訓示 と参

加希望調査があったが,最 後に きた戦局 と家族のことを思いつ ・も全員が参加 を熱望 した。翌 々

日には筆者が学生長をつ とめ る特修学生11名 の少尉候補生を含む,飛 行隊長兼分隊長の佐藤清大

尉以下60名 余の特攻隊氏名発表があ り,選 抜に洩れた学生や練習生の飛行訓練 は停止 され,限 ら

れた機材 ・燃料 はすべてわれわれの特攻訓練 にのみ使用 され,早 速 に黎明 ・午前 ・午後 ・夜 間
の猛訓練 に明け暮れたのである。 その うち四国沖の敵機動部隊か ら飛来す るので あろ うグラマ

ンF6Fな どの姫 空への空襲 も日毎に回を増 し,3月9・10日 のB29に よる東京空襲では焼夷弾

により大部分が焦土 と化 して10万 近い都民の死者が出た とい う情報が入った。3月16日 には最後

の生命線 といわれた硫黄 島が敵手 に落 ち,そ の夜 内地 では神戸への夜間大空襲があった。姫 空

の飛行場か ら六甲の 山脈 の向 うの燃 え る夜空 を眺めて,わ れわれの 出撃 も間近 い と身 も心 も緊

張す るうち,22日 になる とい よいよ司令部から出撃命令が到着 した。翌23日 早朝 飛行場では冷酒

とす るめで永遠の別れの式 を済 ま し,司 令以下全隊員の打 ち振 る帽 に見送 られて離陸 した姫路

空特攻隊の全機30数 機 はr瀬 戸内海上空を経て一路西下,昼 前 には大分県の宇佐海軍航空隊に着

陸 し,第10航 空艦隊艦攻特攻隊 と して合流 した。

特別攻撃に出撃

くし ら

4月8日,敵 のB29の 空襲最 中の鹿児島県串良基地に進出,沖 縄防衛立体作戦の菊水作戦 に従

事す ることになった。6日 には世界最大の戦鑑大和 を中心 とす る水上特攻艦隊が 目と鼻の先の

佐 多岬沖 を通過 して,東 支那海 で撃沈 され て3千 の将兵が海の藻屑 となったことも知 らず,ま

た同 日に姫路空佐藤大尉以下13機i39名 と宇佐空の山下大尉以下14機42名 もこの基地か ら発進 して

全機 突入未帰還 となった ことを聞 き,覚 悟 を新 たに しなが ら,連 日連夜出撃の僚機 を く帽振れ〉

で見送 りつつ,出 撃待機 と空襲退避 に明け暮れた。月が移 り5月 にな り
,10日 に菊水6号 作戦 で

翌朝 黎明の特攻 出撃命令 が到着,筆 者 は姫路空の白鷺誠忠隊長に任 命 された。姫路 空か らは総

指揮官の佐藤清大尉以下63名 の上官 ・同僚 ・部下が既 に突入戦死 されてお り,待 ちに待 っていた

命令である。既 に遺書 も書 いた。専門の芸術への未練 も無い訳で はないが,な に よりも眼前の
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現実を直視す ると,肉 親 をは じめ愛す る人々一 同胞が悲惨 な 目に遭 うの を1日 で も延 ばせ るな

ら,美 しい国土 を破壊 か ら少 しで も救 えるな ら,俺 達の死は意味があ り,こ れが現時点の青年

として最高の生 き方であると,既 に突入戦死 した友 とも語 り合い自らも納得 して きた。翌朝 の

黎明攻撃は敵が照準 しに くい ように日の出直後の太陽 を背に して低 空か ら突入予定。気持 ちは

平静で興奮 も起 らず,静 かに 自分達の責任 を感 じているだけだ。翌朝 は午前3時 起床,国 土の

最後の触感 を味わいなが ら真暗 な夜道 を滑走路横 の指揮所へ 急いだ。午前5時 煎後 に宇佐,百

里原,姫 路の順で,特 攻機 中最大の800竜 爆 弾を抱 え,基 地全員の 〈帽振れ〉に見送 られて暁闇

の中を1機 ずつ離陸,沖 縄本島 中城湾の敵艦 を 目指 して針路 に入 った。修 羅の戦場 までは2時

間余,途 中には敵 の戦闘機群が幾重に も待ち構 えているはずだ。ふ と地上 を見下す と,家 々は

未だ深 い眠 りの 中,桜 島の噴煙 も鹿児 島湾 の波 も穏やか,針 路前方の開聞岳 は暁の空 を背景 に

美 しいシル エ ッ ト,心 の 中で愛す る人 々と祖 国の幸せ と攻 撃の成功 を祈 りつつ,徐 々に高度 を

とった。

その うち,操 縦桿 を握 る筆者の耳に,エ ンジン音の僅 かな異常が響 いて きた。計器盤 の指針

にはまだ異状 はない。 その うち排気管か ら赤い焔 と黒 い煙 を吐 きは じめた。発動機故障〃,進

撃高度への上昇 も不 可能 となった。このため沖縄到達 は到底不能 と判断 し,予 備機 と交換 して

出直そうと,断 腸の思 いで列機 と別れ,爆 弾を抱 えたまま基地へ帰投 した。 しか し直 ぐに使 え

る予備機 は1機 もな く,翌 朝 には機材不足で特別攻撃隊解散 を令せ られた。暫 し呆然,先 に逝 っ

た友 たちを想 い,涙 が後か ら後か ら溢れた。 その後 は百里原 と神之池 の二つの基地 を経 て,戦

争末期 には山上 のカルパル トか ら射 出され,連 合国側 にはまだ無か ったジェッ ト推進 の特攻機

の桜花43型 で,紀 州沖の敵機動部隊に突入のため,比 叡山の725空 へ移 り,こ こで終戦 を迎 えた

が,筆 者はいまだに生 き残 ったのか死 に残 ったのか判然 としない深 い感慨 を持 ち続 けている。

戦争体験を振り返って

以上 は,僅 か50年 前に筆者や仲間の学生達が体験 した歴史的事実の ドキュメン トであ り,他 に

もっ と悲惨 な状況の 中で無念 に も死 なねばな らなかった例が無数にある。明治以降のわが国の

青春史の中で も稀有 な例 であろ う。 これ を読 まれた今の学生 諸霜 は,ど の ような読後感 を持た

れた ことであろうか?戦 後の現行憲法下 に生れ育ち,あ り余 る物資の中に生活す る感覚か らは,

想像 もで きないか も知れない。 またいまの憲法下では絶対 に起 り得 ないこ とで,自 分 の生 き方

になんの参考 にもな らない と感 じる者 もあ るか も知れない。 しか し,歴 史 は過去か ら現在 を経

て未来へ繋が り,温 故知新 とい うことば もある。 いまの社会が この まま未来永劫 に続 く保障は

どこに もない。既 に改憲論 を口にする政治家 もいる。 この国 で も弥生時代 か ら部族間の戦争が

あ り,遺 跡か らも多 くの武器が発掘 されているが,戦 争 の意義や それ を始 め る者や機関の問題

と戦 争 に駆 り出 され た り巻 き込 まれて第一線で生命 を賭 けねばな らない者 の生死 は,別 次元で

深 く考 える必要がある と思 う。 また,歴 史上の事柄の意味 を認識す るには,現 在の社会や生活

感覚 を基準 にす るの でな く,そ の時代 のその場所 に身 を置 いて考 えな くて は分か らない といわ

れる。 い まの諸君 と同 じ年頃の 当時の若者達が,い かに生 き,い か に悩み,い か に死 んでいっ
かて

たかは,多 く出版 されている戦没学徒 の遺稿 集 を通 して,虚 心に耳 を傾け,今 後 を生 きる糧 と

して深 く知 っていただ きたい と思 う。

あの戦争で海軍航空隊だけで も学徒出身士官が2485名 も,空 に海に陸に散 った。 このほか艦艇

や陸戦 隊や陸軍へ入隊 した者 を含 める とその数は彪大 な もの になるで あろ う。当時,大 学や高

校や専門学校 などの高等教 育進学者は,現 在 とは桁違いに少 な く,そ の中か ら数多の俊秀 を失っ

たのだ。若 し生 き残れば現在の社会各分野 で指導的立場 での大活躍が想像 され るだけに,ま こ
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とに痛恨極 ま りな く働 実 を禁 じ得ない。

太平洋戦争 とは何だ ったのか?そ れは,後 世の内外の歴史家が客観的に広 く深 く分析 して,公

正な評価 を下すであろ うが,既 に英国の著名 な歴 史学者の ク リス トファー ・ソー ンは,白 人の

側の東洋人 に対す る黄禍論的動機 につ いて も述べ てお り,近 代の列 強の帝国主義の衝突 とい う

側面 もあ るだろ うし,戦 後半世紀 を経 て もまだ定説 はない。 とはいえ,国 が滅亡に瀕 した とき,

自らの任務 を強い責任感 と同胞愛の もとに生命 を賭 して遂行 した諸先輩の偉業 は,永 く後世 に

伝 えられねばな らない と考 える し,諸 外国で も体制の如何 を問わず,国 に殉 じた人々の崇高 な
ためし

行為 は正 当に評価 して慰霊顕彰 を続けてお り,そ れ を怠 った国や民族は栄えた例 はない。大戦

直後の東京国際裁判 史観 は,ま だ各国で疑 問視 された り反論 も続いている現状 である。大切 な

ことは,前 にも述べ たが,戦 争その ものの正否 と,そ の中に死んで行 った人々の人間性 は,は っ

きり区別 して考え るべ きだ と思 う。

反戦 平和 は筆者 の心か らの願 いだが,世 界はいまなお民族的,政 治的,宗 教的対立か ら,多

くの人々の血が流 されてお り,地 球上紛争 は絶 え間ない。戦争は歴 史や文化や 人間その もの を
ゆが

破壊 し去 る。いまの 日本社会 は一応平穏 に見えるが,日 本近現代史上 これほど歪んだll寺代があっ

ただろ うか と疑 わ ざるを得 ない一面 もあ り,将 来についてはいささか不安を感ぜ ざるを得ない。

い ま平穏裡 に学 問や芸術 を探求す る諸君 は,社 会や戦争の実態 を しっか り見据 え,力 強 く平和

を創造 して欲 しい と心底 か ら祈 る。 その意味で世間の平和運動 をみ ると,中 には"も う戦争は

嫌だ"と の感情論が先行 して,底 の浅 いもの も兄受け られるが,冷 静に人間 を追究 し,政 治や

社会 を分析 して,再 び政密屋や兵器産業の亮 あ商入に自分の運命 を托すことの ないよう,・平和

を守 る"と い う受身的立場でな く,"平 和 を創 り出す"と いう能動的立場で,国 際社会に認め ら

れ得 る国を創 ってい く必要が あると考 えられ る。

人間が人間である以上,地 球上 か ら戦争 は無 くな らない という意見 もあるが,解 決 には武 力

でな く理性 と粘 り強 い話 し合いに よるべ きだ とっ くつ く思 う。理想主義的で非現実的 といわれ

ようが,現 在 の平和 憲法の精神 を世界の理性 と良心 に働 きか けて意識改革 を訴 え続 けることこ

そ,日 本の国際貢献 ではないか と考 え続けるこのごろである。

戦後と教職

筆者 たちは在学中に休学の形 で,戦 争の第一線 に参加 した。敗戦 の際は戦没者 と自分の来 し

方 を思 って呆然の一時 を過 ご したが,復 員 して家 に帰 る と,社 会 の価値基iは 全 く覆 って混乱

し,将 米計画 を立て ように も情報 は一切 な く,そ の 日の食糧 に も事欠 く状態だ った。だが軍隊

入 り前の勉学 を一応続 け ようと,占 領 軍の潤歩す る中を縫 うように上野へ行 き学校へ復学届 け

を出 した。校長は じめ各科主任教授 は軍部へ協力のか どで追放 され,校 舎 はいたみ放 しで,ま

さに廃校 寸前であったが,復 学 を許可 され ると,筆 者達の復員学徒 は早速 文部省へ 日参 して学

校再開 を訴 え,一 方 では筆者 たちで教官 を探 してきて,や っと再開 されたのは戦後1年 を経 た

昭和21年9月 であった。入学時の同級生 は戦時 中の短縮措置のまa終 戦直後 に卒業 したが,筆 者

たちは1学 年下が り,4年 制に戻 った制度で22年3月 に卒業 した。そ して旧制都立 中学校に就職

しつつ,遅 れた分 を取 り返 そうと,研 究科,聴 講科 で勉学 を続 け,24年 か らは母校の東京音楽学

校非常勤講師 も兼務 した。

21年11月 には新 しい}三i本国憲法が公布 され,筆 者が本科 を卒業 した22年 には,教 育基本法 と学

校教育法が公布 され,ち ょうど学制改革の時機であったが,授 業 を担 当 した新制 中学生 たちは,

それ までの軍歌調か ら解 放 され,音 楽 とい うものの美 しさに触れて いきいきと勉学 にいそ しん

でいた。筆者は通勤の便 のために25年 か ら品川 にある都立高校 に移 っていたが,27年2月 にな る
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と声楽家の研究団体 の 「二期会」が発足 し,そ の旗上 げ公演の 「ラ ・ボエーム」ではアルチ ン

ドロの役 を,ま た同年秋 の文部省主催 第1回 芸術祭のオペ ラ公演では,日 本では じめての全曲

上演 「フ ィガ ロの結婚」 のア ン トニオの役 を与え られ,ま たその他 の演奏会や放送で も歌唱や

演技 に没頭 して,そ れな りの評価 をいただ き嬉 しく有難かった。 しか し,演 奏 が認め られて も,

筆者の心の中にはいつ も虚 しく納得で きないものが残 った。

このころの筆者 にとって最大 の喫緊事 は,芸 術の内容 とも関係 が深 いのではあるが,特 攻 を

契機 と して最大関心事 となった 「人間 とは何 か」の命題 の解 明だ ったので ある。 そ して音楽 を

止めて大学の哲学科への進学 を,真 剣に考 えは じめていたのである。 しか し,恩 師のK先 生は
とつ とつ

筆者の訥 々 とした話 をじっ くり聴 いて くだ さ り,「音楽で哲学 しろよ」 と諭 して くださった。 こ

う して音楽の追求 に一層固い決心で励む ようにな っていった。

一方
,高 校勤務では,筆 者 より10歳若 い生徒 たちの学級担任や教科担任 として,授 業や部活動

で多 くの生徒 と接 す るうち,海 綿が水 を吸 うように筆者が身につけた もの を吸収 して 日々伸 び

てゆ く姿 を見 て,嬉 しく楽 しく,こ の生徒 たちに筆者の世代 が過 した前車 の轍 を踏 ませ た くな

い と夢 中の毎 日を過 した。部活動では同僚 の先生 とともに,本 物の音楽 を目指 して,発 声法 の

基礎か ら音楽作 りまで徹底的に指導 して,NI{Kの コンクールの高校 合唱の部で5回 の全国優勝

文部大 臣奨励賞 に輝 いたのは忘れ られ ない想 い出 となった。 これが影響 したので あろ うか,都

教委か らの奨め もあ り,昭 和41年 か らは19年 間の高校の現場指導を離れ,教 育行政の末端 を担 う

都教委指導主事 とな り,全 都の幼 ・小 ・中 ・高の指導助言 という立場で,夏 冬の休 み もない超

多忙の生活が始 まった。教育庁指 導部時代 は,西 多摩 の村 か ら南の島 まで連 日全都 を駆 けめ ぐ

り,夜 は遅 くまで法規や教育学の研修 とい う5年 間の この職務の問 に,教 育現場 の実態 との関

わ りの 中で教育 とい うものを考 える機 会 を与 えられたのは,ま ことに得難 い体験 であった。

そ して昭和46年 に東京学芸大 より声楽教官へのお招 きをいただ き,永 年身に付けて きた声楽 と

いう専門分野の知識や技術 と指導主事の経験 を活か して,有 能な教員養成 のお役 に立ちたいと,

地方公務員を退職 した次第である。 この間昭和20年 代 より,文 部省教材等調査研究委員会(中 学

校高等学校音楽小委員会)の 委員 として,3回 に亙 り中 ・高の学習指 導要領作成 に参画で きた

の も,後 の教員養成の仕事 にとってまことに得難 い体験で あった。

思 えば,音 楽学校で音楽科教 員養成 をめ ざす師範科 出身で な く,作 曲や演奏の音楽家養成 を

めざす本科 を卒業 しなが ら,演 奏 より教育の道 に生 き甲斐 を見出 したのは,や は り,特 攻 出撃
せ い

の体験か ら,常 に 「人間 とは,生 きるとは,国 とは,戦 争 とは」 と問い続けて きた一本道の所為

であろ う。思辮哲学 より実存哲学 に親近感 を覚 え,単 純で直情的な性格 を 自認 しなが らも,っ

ねに本物や価値 を志向す るのは,特 攻 という稀有な異常体験の影響が大 きい と自覚 している。特

攻戦死 した親友が存命中に人間の幸福 につ いて話 し合 ったとき,古 今東西の思想家や哲学者の

立派 で教 え られ る幸福 論は多いが,死 の直前 に自分 の一生 を振 り返 って,自 分 は 与え られた限

られた環境の中で常 に人間 として最 善を尽 くしたと自覚で きるとき,ま たあの時 にあaす れば

よかったという後悔のない生活だったとき,ま た自分 で自分 をいとお しむ ことがで きた とき,そ

れこそが本 当の幸福ではないか という結論 に達 したこ とを,折 に触れては想い出す。

大学教師の生活へ

さて,戦 争体験か ら教育の道への経過 について は以上 の とお りで,東 京学芸大音楽教育学科

の声楽担当教官 になったのは,昭 和46年4月 であった。 ここでは初等教 育,中 等教育,特 別教科

(高等学校)の 教員養成過程 の学生 と大学院研究科修士過程 の院生を相 手に,専 ら声楽 と声楽教

育法 を個人 レッスンを通 して担 当 し,合 わせ て学科主任 をは じめ学 内の多 くの役職 と,学 外 で
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は日本教育大学協会 第二部の音楽部門長,日 本音楽教育学会理事,日 本声楽発声学会理事長な

どの役職 を勤め,最 後の4年 間は附属 中学校長に も併任 されて,昭 和61年3月 に定年退官 したが,

翌月か らは本学の児童教育学科で教科教育 と声楽 を担 当 して今 日に到 っている。

ここで ようや く標題の"研 究 と教 育の半生を振 り返 って"に な るわけだが,そ して研究 と教

育は表裏一体であるこ とは十分 に認識 してい る心算 だが,一 応分 けて考 えてみたい。

○ 研究 について

筆者 の生涯 をかけた研 究分野は,一 言でいえば"人 間の声"で あ り,そ の本来の在 るべ き姿

の探求 とその修得法,声 による音楽の表現法,正 しい声の指導法な どを含 む ものである。戦前

に声楽の勉強 を始めたころ,芸 術歌曲の楽譜 を分析 ・解釈 して,楽 譜の裏 にある音楽その もの

を掴 み とり,こ う表現 したい と思 って も,声 がい うことをきかず,わ れなが ら情 な く,苦 労 に

苦労 を重ねた。 この ことは声楽 を学ぶ者が誰で も経験 する悩 みであ るが,当 時の音声学はまだ

未熟 な言語音声学 であ り,1侯 頭か ら上 の構 音や共鳴の研究が主体 で,デ リケー トで多種 多様 な

歌 い廻 しを必要 とす る声楽表現 には殆 ど役 に立 たなかった。 そ して声の全体像 に関す る研究文

献 はまだ無 く,声 楽履修者対象の発声法の本は訳書 を含めて幾つかあったが,そ れ らを殆 ど購

入 して 自分の身体 で実験す るうち,声 楽表現 に適 した自由な声の根本は呼吸法 に原因が あ り
,そ

の呼吸法 を支 えるのは身体 内部の筋緊張のバ ランスによる姿勢であるとの確信を持つ ようになっ

たのであ る。 しか し,人 体全体 の生理学専攻でない筆者 には,も ちろんなが ら系統的 な理論体

系 を築 くこ とはで きなか った。

それ で も戦後 に高校生 を指導 した際 この呼吸法指導 を徹底 して,息 洩れのない しみ じみ と

した ピアニ ッシモや 叫び声でない豊かなフ ォル テシモ を響かせて表情豊かな表現 を獲 得 し,合

唱 コンクールで も上胸部か ら押 しIj」{一一!す浅 く強いフ ・ル テのみの地声発声の他校 の合唱の中で際

立 ち,好 結果 を得 るこ とがで きたのは,自 信 に繋が ってきたのであ る。

ついでなが ら,戦 後の普通教 育の現場の歌唱教 育に触れると,昭 和26年 の小学校学習指導要領

(第2次 試案)にCIE(占 領軍の民問情報教育局)の 指示で,児 童の歌唱発声 に"頭 声発声"と

い うことばが載 り,教 育現場で は何 のこ とか皆 目Ir.1からず,文 部省 は仙 台の南材木町小 にこれ

について3か 年の研究協力校 を委嘱 した。結果は30年 にレコー ド付 きの研究報告書が出版 された

が,柔 らかで澄 んだ音色 でよ く透 る声 とい う感覚的表現が主で,そ の様 な声が生れ る生理学的

解明は されていなか った。 そのため現場の先生方は レコー ドを聴 きその音色を真似 て,児 童 に

弱声 発声 を強い,蚊 の鳴 くような歌唱が広 まったが,そ の反動 として児童の 自己顕示欲 を解放

させ ると構 してまた戦時 中の ような大声の地声発声が復活 して しまった。 明治の 日清 ・日露の

戦争 当時か ら,子 供 たちは叫び声 に近 い大 きな地声で軍歌 を歌い,そ の習慣か ら学校 唱歌 もノ

ド声の大声で歌 う悪弊 に気付 き,大 正末期 に北原 白秋や 山田耕搾に よりす ぐれた芸術 的な子供

の歌が作 られ たころ,福 井直秋,草 川 宣雄 ・田村虎蔵氏 らの先覚者が子供の歌唱発声について

研究 して,中 声 とか頭声 とか弱声 を提唱 したが,昭 和初期 か らの軍国主義的社会 を背景 にまた

地声 を張 り上げるようにな り,先 覚者の研究成果はわが国の教育界に根付かず,CIEに 指示 され

るまで暗 中摸索だったので ある。"頭 声"と いうとばの概 念や生理学的解明は後述す るが,現 在
　

の学習指導要領 で も"頭 声的発声"と 指定 されているのに,教 育現場に定着 していない とい う

状態であ る。

昭和39年 頃になると,東 京芸大 で音声学 を講ず る須永義雄氏 と著名な声楽家や教師が,「発声

指導法研究会」 を組織 して芸大 オペ ラ科主任の柴田睦陸氏 を理事長に,従 来の家元的指導 を排

し,協 力 して声の在 るべ き姿の解 明 とその指 導法 を研究 しは じめたのは,日 本の声楽界に とっ
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て まことに画期的 なことで あった。既 に1945年 頃に ドイツの フースラーの 「SINGEN」 や,ア

メ リカ南カ リフ ォルニア大のヴ ェナー ドの 「SINGING」 によ り,声 に関 わる人体全体のメカニ

ズムや筋肉の生理学がほぼ確立 されていたが,こ れ らが 日本に入って きたのは昭和30年 代の終 り

であった。 「発声指導法研究会」で は,早 速 にフースラー理論の研究や追試をや り,昭 和46年 か

らは 「日本声楽発声学会 」に発展,現 在 では 日本学術会議の登録団体 として,外 国 との交流 も

多 く,活 発に活動 している。筆者は都教委指導主事時代 より加入 して,何 度か硯究発表 をや り,

昭和58年 か らは理事 長をつ とめ,現 在は相談役 として関わ りなが ら,研 究は継続 して成果 を本学

の授業 に も活用 している。 これまでの研究過程で,昭 和54年 秋 に文部省在外研究員 と して2か 月

間,ハ ンブル ク,ミ ュンヘ ン,ウ ィー ンな どの各国立音楽大学で,声 楽発声の指導の実態を調

査 ・研究 に赴 いたが,発 声法担当の各教授たちは挙 ってフース ラー理論を高 く評価 し,個 人レッ

スン もゼ ミもクラス授業 もすべ てそれによっていた。その際に ミュ ンヘ ンの発声担 当の リュー

デ ィガー教授 に 「日本か らたいへん多 くの留学生が来てい るが,彼 等の共 通 した欠点 は何です

か?」 と尋ねた ところ,「例外な く浅い呼吸で咽喉 をつめた固い非生理的発声で,匡 正するのに

苦労す る」と答 え られたのは,"む べな るかな"の 感 を深 くす るとともに,今 後の学生指導 にお

おいに留意すべ きこ とと痛感 した次第である。

この ように して く声〉 を見直 したとき,現 在 はっきり言え ることは,人 間が持 って生 まれた

・本来の声(こ れが歌声である)と われわれが 日常会話 に使 っている言語音声 とは,次 の4点 で

生理学的に明 らかな違いがあるとい うことである。言語音声は各 自が勝手 に身につ けた声で,全

身の発声器官の一部 を偏 って使 う非生理学的発声であ り,い わば病 的な声 なので ある。言い換

えれば,話 し声の声の出 し方 をい くら強調 して も,満 足 に歌 を歌 えないばか りか,咽 喉 の炎症

の原因 にな るとい うこ とである。政治家や香具師の"ダ ミ声"は,こ の不 自然な声の出 し過 ぎ

による結果 なのであ る。声帯の慢性1肥厚→ ポ リープ→喉頭癌 と進み死 亡に至 った実例 もあるの

であ る.

歌声と話声の生理学的差異の4点

①1乎 吸法

② 喉頭の位置

③ 共鳴腔の形 と大きさ

④ 声帯の緊張 ・振動様式

① 停外 ・て' ,
●'就 寝時の よう:に仰 向けに寝て

,無 意識 に口をふさぎ鼻 を通 して穏 やかに安静呼吸 を して

い るとき,外 肋間筋 と横 隔膜筋の緊張で,吸 気は左右 の上肺葉 と右の中肺葉(左 は心臓が

あって中肺葉 はない)と 左右の下肺葉の5ブ ロックにはいって くる。呼気 は上記 の二つの

吸気筋の緊張が神経支配 で止 まると,自 動的に肺の 中のCO2の 多い空気が出て行 く。 これ

が生理的1乎吸 で歌声ではこの呼吸法 を使 うが,話 声の呼吸 は上胸部の外肋間筋 と内肋間筋

によ り上肺葉主体の呼吸のため,呼 気 は短時 間に強 い圧 力で逃げて行 く。 その呼気 を引 き
ひ

伸 ば した り区切 った りす るのに,大 切な声帯をブ レーキに使 うので,固 い息洩れの声で,し

み じみ したピアニ ッシモ も豊かなフ ォルテ ィッシモ も不能で音量の差はあまりつかない。前亀

者の歌声 は呼気 のコン トロール に,腹 圧 を高める内外の腹斜筋(こ れが呼気筋)と 外肋間

筋 および横隔膜 筋(こ の二つが吸気筋)の 対応で横隔膜 のあた りで コン トロール し下の呼

気 筋の力が僅 か勝った とき柔 らかな息が上 って くるので,声 帯は声作 りの緊張だけでプ レー
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キ役 をす る必要 な く,強 弱 自由の息洩 れのない澄んだ喉頭原音 を作 ることがで きる。 この

呼吸法の差 が,音 楽表現可能な美 しい本来の声 とダ ミ声 を分 ける90%の 原因である。

② について

歌声の場合 は,声 帯を中に持つ喉頭 という軟骨枠組み は,4方 向 ある外喉頭筋がすべ て

働 いて,結 果 として喉頭 は低 い位置 にある夕.話声の場合 は,飲 食物 を嚥下す るときの よう

に前上方の外喉頭筋である甲状舌骨筋のみ働 いて,結 果 として喉頭 は高い位置にある。

③ について

② と関係深 いが,歌 声で は咽頭腔,口 腔,鼻 腔の3者 が1体 となって,容 積 の大 きな形

の よいラッパ となるが,話 声での共鳴腔 は形の悪 い狭 い口腔のみで,出 て くる声は平た く

浅 い声 とな る。

④ について

声の元の喉頭原音 を作 る とき,声 帯内筋が働いて厚 くなった声帯の全長 ・全幅 ・全厚 が

振動 して出て くる声が,胸 声(胸 に響 くような感 じがす るのでこういうが,こ れは西欧 で

も同 じで感覚 的表現であ り,胸 に響 く場所 はない。)や 地声の声であ り,歌 声の低 音部分で

も使 うが,話 声(そ の個人の持 つ声域 の下方4分 の1位 の低 い声〉 はすべて この緊張振動

様 式である。歌声の高音や弱音 を出す ときは声帯の両端の前後の骨 を別の筋 肉で離 し,前

後 に引 き伸ば されて薄 く細長 くなった声帯の声門側 半分 くらいの部分の振動で出すのであ

り,こ れ を頭声(こ れ も感覚的表現で,頭 には共鳴場所 はない)と い うが,裏 声や ファル

セ ッ トもこの方式で ある。結局,歌 声は2ツ の声 を混ぜて広 い音域 の声 を出すが,話 声は

胸声の方式のみである。

さて,こ の4点 を本来の声す なわち歌声が出るようにす るには,① か ら④ を順 に習得す るの

ではない。姿勢の匡正で一挙 に解決 す るが,こ こでい う姿勢 は外見の形 ではな く,身 体内部の

筋緊張のバ ランスであ り,特 に内部背筋である袖媛 筋 によ り背す じをシャッキ リと伸ば し,肩 ・

頚部 ・下顎を完全に脱 力す るこ とが大切であ る。履修者が知 らずに身につ けた悪癖は千差万別

で,指 導 には誰 にも向 く特効薬的方法 はない。教師は鋭敏 な聴覚 で,履 修者の身体の何処に余

計 な緊張や弛みがあ るか を診断 し,個 々の履修者の匡正法 を組み立 てなければな らない。一斉

指導 で可能な部分 もあるが,個 別指 導が絶対 に必要 である。筆者は,永 年の研究か ら不 自然な

声の原 因を聴 き分 け る聴覚 を身 につけて,個 々の履修者の欠点 を匡正 して きたのが,さ さやか

な研究成果 といえようか。

声楽 に しろ器楽 に しろ,実 技 に関す ることは文字だ けで表現 した り伝達することは不可能で,

実音 を通 さなければ 目的 は達成で きない。上記の小文 もその意味でアウ トライ ンを一部記 した

のみであるので,興 昧 ・関心のある方は,筆 者の研究室 を遠慮な くお訪ねいただ きたい。実際

の声を通 してご説明申 し上げ る所存である。

○ 教育 について

筆者 は,前 半 に述べ た ように声楽家 と して歩 み出 しなが ら,教 育実践 に より生 き甲斐 を見出

し,今 年度 を終 ると教職歴は満50年 になる。 したがってここでいう教育とは,教 育学でいう厳密

な理論 ではな く,普 通教 育 と専 門教育 を通 して現場 で体験 してきた実践 的教育であ り,主 とし

て大学 におけ る実践 の跡 の概 略 を振 り返 ってみたい。

大学 は もともと学問や芸術 を純粋 に研究 し教 育す るところで,そ こで学 んだ もの を社会で ど

う活 かすかは卒業生 自身の問題であ り,教 育者養成 を主 目的 とする大学 ・学部で も例外でな く,

昔の教師養成専門の師範学校 の ような目的大学ではない。本学の教 育学部児童教育学科 も,児

・ ・
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童教育学 を研究 ・教育す るところで,初 等教育教員の養成 を目的 とす るところではない。

しか し,入 学 して くる学生諸君は将 来小学校教員 にな るの を目標 として,教 員養成 をす ると

ころ という認識で入学 して くる。筆者 はこの現実を踏 まえて,将 来普通教育の小学校 で活躍 す

る,あ るいは活躍で きる教員 を育てるとい う立場で,教 育に当って きた。専門分野か らいえば,

声楽家 を育て るので はな く,子 供 たちに歌の よろこび を教育で きる資質 と能力を持 った教師 を

養成す るという目的で努力 して きた。 したが って前段の研究 もそれ との関連にカ を注いだつ も

りである。

筆者 は10年 前に本学に赴任 した とき,前 任校や他大学 に較べて,本 学の学生気質の特異性 にい

ささか驚 いた。それ は,素 直で温和 しく,真 而 目で人が好い という美点が ある反面,主 体牲 と

か学問的意欲が乏 しく,学 生 としての生 き方が受動的で,や ・心許 な く見 えたので ある。極 端

な例 え方をすれば,雛 鳥が巣の中で親鳥の運ぶ餌 を大 きな口を開けて待 っている如 く,教 師側

か ら与 えられ るのを受身で待 っているだけで,小 ・中学校の義務教 育の児童 ・生徒 と変わ りな

く,大 学生の勉学態度に見 えなかったので ある。 目前の各県教委の教員採 用試験 には実技試験

が あ り,こ れだけの歌 唱能力や楽器の演奏能力が必要だか ら,入 学時 か ら寸暇 を惜 しんで練 習

しなさい とい って も,そ して本学 に もその ための個 人練習室が多数用意 されているの に,殆 ど

歌声 もピアノの音 もしないで静ま り返っていたのである。教師の側では,年 間30回 ぐらいの僅か

な授業時間で これだ けの力をつ けてや りたいと計画的に授業 をや っていて も,欠 席が 多 ぐて知

識 も能力 も身につかない学生が多々あって驚 くばか りで あった。甚 だ しいのは出席簿 を覗 きに

きて,あ と何 回休め るかを確 かめる学生す らいたのである。要す るに"教 わる"と"学 ぶ"の

違 いにつ いての認識 もな く,自 分の好悪で毎 日を過ご し,出 席 日数不足で単位 を落 とさないて

いどに教室 に出て座 っているという,お よそ大学生 といえない学生 も一部 には存在 していた。そ

の ような学生に,君 は 自分の将来 に向けての長期II勺生活設計 が不十分で はないか と注意を1喚起

して も返答はなか った。万一 このような学生が教採 試験 をす り抜 けて教壇 に立った ら,教 わ る

側の次代 を担 う子供 たちの不幸 はこの上ない と,淋 しい思 いを した もので ある。 もちろん上 記

の ような学生は数は少な く,頼 母 しい学生 も多 くいて筆 者は救われたが,概 して積極性 に乏 し
ロ

い とい う傾 向が見受け られた。

教 育界では昨今,従 来の文化伝達型の教育か ら,自 分 で問題 をみつ けて解決す る自己教育力

とか新学力観 の育成 型の教育が叫ばれ てい るが,少 子化 に伴 い教員需要数 も減少 し,こ れか ら

教員になるのは,ソ フ トもハ ー ドもます ます厳 しくなった。教員志望の学生諸潜は,未 来 を兄

詰めなが らい ま何 を為すべ きか と,学 生生活の本質 についていま一度深 く考 えて欲 しい と願 う

次第である。

昨年,「 創大教育研究第5号 」の特集 「戦後の教科教育50年 」の中で,主 として小学校の 「爵

楽科教育」につ いて拙文を=書いたが,そ の*尾 に く現時点での問題点 と21世紀への展望〉として

や ・詳細 に私見 を述 べたので,こ ・では簡略 に とどめ るが,小 学校現場 における指導実践や教

科 目標達成度が決 して望 ま しい状況ではない原因 として,次 の2点 を指摘 した。その1は く教

員の資質 と能力㊧問題〉であ り,そ の2は 〈再構 築 を迫 られ る学校教育理念の問題〉である。 そ

の1に ついては,本 年7月291=1に 文相 より教育職員養成審識会 に諮問 された 「教員養成の改善方
t

策」においてV専 門職 としての新 しい教師像の構 築やそれに向けての明確 な育成 システムの検

討が始 まった。拙速では困るが,急 を要す る問題 なので1日 も早 く法整備 に向 けての努力が望

まれ る。 これがで き次 第,本 学の児教のカ リキュラム も大 きな改訂 を迫 られるであろ う。その

2に ついて も,学 校週5日 制 に伴 う時間数1藍llj減や教科再編 についての抜本 的見直 しが,教 育課

程審議 会 に最近諮問 され たようで ある。いずれ にせ よ今後 ます ます大 きな変化が押 し寄せ るこ

'
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とが考 え られ るこん にちである。次 に,最 近は電子工学や生物工学 などの 自然科学の著 しい発

達に伴 い,社 会や文化 に大 きな歪みが起 ってい るのが指摘 されてい る。た しかに文化 全体が細

分化 しす ぎて元の全体像が不鮮 明にな り,再 び統合が叫ばれている。その過程 で大切 なのが学

問の学際化 であると思 われ る。各 自の専門分野を狭 く深 く研究す るとともに,隣 接分 野に も視

野を広げない と,思 わぬ方向で無意味な結果 に終 る可能i生もあ るのではなかろうか。17年前 にハ

ンブル クの国立大 で,物 理学研究の 日本 人研 究生か ら,既 に物理学の最先端では化学の最先端

と境 界線が曖昧 になっている と聴 いたのが耳 に残 っているが,筆 者の専門分野の声の研究で も,

人体生理学や心理学 との学際的研究の必要 性を痛感する昨今であ る。

まだ まだ大学における教育については,大 学側の教育態勢や教員配置な どを含めていろいろ

あ るが,紙 数 も尽 きたので別の機会 に譲 り,一一応ペ ンを欄 くことにす る。

お わ りに

昔,海 軍 という一つの社会で は,配 置 については上部か らの命令 に絶対 に従 うが,与 えられ

た職 責上,少 しで も自信 が揺 らいだ り,無 責任 にな るおそれが生 じた場合 には,潔 く自ら身 を

退 くこ とが貴いとされた。進退 は自ら決すべ しというのである。筆者は人一倍頑健 な身体 とファ

イ トで,こ れ まで努力 して きた心算 だが,最 近 は意欲 に較べ て体 力の衰 えを自覚 す るようにな

り,心 な らず も無責任 になるようなこ とが起 こってはと案 じ,前 記のことと同 じ考え方か ら,こ

のたび依頼退職 を申 し出た次第であ る。

大学 を去 るにあた り,是 非 とも学生諸看 に伝 えておきたい と思 うことを,ア ウ トラインに過

ぎないが長々 と書 き連ね,あ るいは退屈 されたか とも思 う。 まして前半 は,現 在 の学生諸君 に

は遠 い昔の物語 りで,い まの 自分 の将来 とは無関係 と思 う向 きもあるか も知れ ないが,紛 れ も

な くい ま諸君 が立 ってい るこの国の極めて近 い過去の歴 史の一大局面であ り,日 本人 な らびに

日本 文化の特質 を考 える上で,外 すこ とので きない大事 な資料で あると思 う。筆者が書 いたの

は,筆 者の 自分史でな く,同 世代の友の生 と死 を想 いなが ら,い つの世 に も青年 は純粋 に誠実

に生 きようとする もの であ り,人 として最善 に生 きることがすなわち死であった特殊な時代 が,
なま

半世紀前 に現実 にあ った ということで ある。 これを契機 に戦没 した先輩学徒の生 の遺稿 を熟読

し,そ の魂 に触れていただ きた く思 う。

戦争 に よる死 は絶対 にあってはな らない。 しか し諸君の先輩達 は,愛 す る者たちの幸せ を祈

りなが ら,黙 って死 んでいか ざるを得なかった。戦後 の 日本は,こ の事実に対 して何 をや って

きたのだ ろうか。戦 争責任 を外 国および 日本国民 に対 して明確 に して きたかどうか。平和憲法

の公布で事足れ りと していないか。その憲法す ら時の政府が勝手 に解釈 してないか。 いまの平

穏 な毎 日がこの まま続 く保障は何処 に もない。 どうか無 自覚 に惰性 で"生 きちゃって いる"で
ぎぬ

な く,時 々刻 々を意識 の もとに"生 きてる"と 言 えるような,借 り衣でない主体的 な生 き方 を

築 くため,社 会や人間を厳 しく見詰め,人 生の折 々の選択 を誤 りな く,今 なすべ きこ とを的確

に遂行 していただ きたい と,心 底か ら切 に祈 る。

最後に,非 常勤 を含 め14年 間お世話 になった本学の ますますのご発展 と,特 に並々な らぬご指

導 とご交誼 をいただいた前学部長,お よび現学部長以下諸先生の一層のご健勝 とご活躍 を心 よ

り祈念 し,あ わせ て学生諸君 の輝か しい将来 を祈 り,御 礼のことばに代 え させ ていただ く次第

である。 まこ とに有難 う存 じま した。
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